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　昨年の決勝と同じ組み合わせ。横浜市は４連覇を、大阪府は昨年
の雪辱を果たしたいところである。決勝戦らしくお互いが点を取り
合う拮抗した展開が中盤まで続く。先に横浜市が１番林選手の３連
続スパイクで１８-１４と抜け出すが、大阪府も粘りのレシーブで
１８-１８に追いつき、終盤には３番立岡選手のバックアタックな
ど５連続得点で第１セットをものにし、頂点に王手をかける。
　第２セット、横浜市は１番林選手のフェイントなど緩急をつけた
攻撃で８-１とスタートダッシュに成功する。大阪府は序盤でタイ
ムアウト２回を使い果たす苦しい展開となるが、攻撃パターンを速
攻に切り替えたことが功を奏し４番北川選手のスパイクなどが冴
え、中盤には１４-１４に追いついた。しかしここは試合巧者の横
浜市。１１番白鳥選手にボールを集め、それを確実に得点に繋げ第
２セットを２５-２０で奪い返し逆王手をかけた。

記載者: 坂本哲司

山本　莉沙 Ａ・Ｓ：

　運命の第３セット、２セット目と同じく横浜市は序盤に９連続得
点をもぎ取り終始有利な展開で試合を運ぶ。一時は１２点差まで広
がり「勝負あり」に思われたが、大阪府も意地を見せ６連続得点で
２３-１７と諦めない姿勢を見せた。しかし最後は大阪府の連携ミ
スでボールがコートに触れ、この瞬間横浜市の４連覇が決定した。
大阪府はまたしても横浜市の前に涙をのんだが、両チームの精一杯
の素晴らしいプレーに会場は惜しみない拍手を送り、白熱した２日
間の戦いに幕を閉じた。
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